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北海道ホルスタイン ウインターフェア（音更町）
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第27回ＪＡ北海道大会　開催
テ ー マ「共同活動でつくる持続可能な農業と豊かな地域社会」
特別決議「持続可能な北海道農業の実現」「次代を担う協同の実践」「ＴＰＰ交渉参加阻止」

十
一
月
二
十
一
日
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第
27
回

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
取
り
組
み
成
果

の
確
認
及
び
今
後
三
カ
年
に
お
け

る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
目
指

す
べ
き
方
向
を
決
定
、
グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
結
集
し
決
議
事
項
の
実

践
を
図
っ
て
い
く
事
が
目
的
と
な

り
ま
す
。
全
道
各
Ｊ
Ａ
及
び
連
合

会
等
各
関
係
機
関
か
ら
約
二
千
人

が
結
集
し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
組

合
員
・
役
職
員
合
わ
せ
て
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会 

飛
田
稔
章
会
長
は
、「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
向
け
、
今

後
と
も
道
民
の
皆
様
に
広
く
理
解

を
求
め
る
と
と
も
に
、
消
費
者
、

経
済
界
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
を
実
現
す

る
ま
で
最
大
限
の
運
動
を
展
開
致

し
ま
す
。
そ
し
て
、
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
生
産
と
安
定
供
給
、

ま
た
、
将
来
的
に
は
原
発
に
頼
ら

な
い
電
力
供
給
の
在
り
方
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と
省
エ
ネ

技
術
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
決
議
事

項
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
及
び
中
央

会
・
連
合
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
責
任
を
も
っ
て
実
践
し
て
頂

き
た
い
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
①
「
持
続
可
能
な

北
海
道
農
業
の
実
現
」　

②
「
次

代
を
担
う
協
同
の
実
践
」　

③

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
」
に
関

す
る
決
議
事
項
を
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
決

議
の
実
践
に
向
け
、
組
合
員
及
び

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
役
職
員

の
英
知
を
結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
応
じ
て
目
標
を
設
定
し
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ＪＡ北海道中央会
飛 田　稔 章 会長
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北海道ホルスタイン ウインターフェア 開催

十
一
月
三
日
、
十
勝
農
協
連

家
畜
共
進
会
場
（
音
更
町
）
で
、

２
０
１
２
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン 

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ

た
代
表
牛
１
９
２
頭
が
出
品
さ

れ
、審
査
員
は
松
原
秀
雄
氏（
清

水
町
酪
農
家
）
が
務
め
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
九
農
場
よ

り
十
二
頭
が
出
品
さ
れ
、
高
レ

ベ
ル
な
出
品
牛
が
そ
ろ
う
な
か

健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

国
内
検
定
済
み
種
雄
牛
産
子
展

示
の
部
・
シ
ニ
ア
ゲ
ッ
ツ
オ
ブ

サ
イ
ア
ー
（
経
産
）
に
出
場
し

た
鶴
居
・（
農
）
清
和
農
場
の

出
品
牛
ダ
ツ
チ
ラ
ン
ド 

フ
ア

イ
ナ
ル 

テ
ン
プ
タ
ー
が
み
ご

と
１
位
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表

の
と
お
り
で
す
。

部 順位 名　　　号 出品者（地区）

１部
11位 ＨＳＹ　フオーレス　アストロ　ストン 細谷　　智（白糠）

13位 ＴＫＳ　バロ　マン 清水　忠志（鶴居）

２部

3位 ライズアツプ　ライナー　ＣＰ　サンチエス 芳沢　顕一（白糠）

10位 ウイズダム　インペリアル　マセラテイ （農）清和農場（鶴居）

19位 Ａ　アーサー　アランド　シテイー　ＲＥＤ 安藤　　功（幌呂）

４部 16位 ＫＷＦ　ストーム　リー　ブラクストン ㈱敬和ファーム（音別）

５部 14位 ライズアツプ　サム　マーシヤー　アイオーン 芳沢　顕一（白糠）

９部 4位 ダツチランド　フアイナル　テンプター （農）清和農場（鶴居）

10部 2位 ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム（音別）

12部 3位 マタドーア　バレツト　エルローズ　コスモ 牧野　澄枝（鶴居）

13部
2位 ＯＰ　オラホーム　チヤンピオン　レオナ 植田　紘史（幌呂）

6位 ウツズスター　チユンキー　ポーラ　エモリー 林　　稔幸（白糠）

国内検定済み種雄牛産子展示の部

1部
未経産 3位 ライズアツプ　サム　マーシヤー　アイオーン 芳沢　顕一（白糠）

2部
経産 1位 ダツチランド　フアイナル　テンプター （農）清和農場（鶴居） ダツチランド フアイナル テンプター（農）清和農場

審査員：松原 秀雄 氏
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フレッシュミズ研修会「酪農セミナー」開催

当ＪＡ女性部と昆布森漁協女性部の交流会

十
月
三
十
日
、
本
所
で
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会
に
よ
る
研
修
会
「
酪
農
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
員
及
び
関
係
機
関
合
わ
せ

て
17
名
の
参
加
者
に
よ
り
、
講

師
に
釧
路
農
協
連
酪
農
技
術

支
援
室
長
永
井
照
久
氏
に
よ

り
、
「
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
「
分
娩
、
哺
育
、
生

産
性
向
上
を
阻
害
す
る
諸
要
因
、

搾
乳
中
の
安
心
と
安
楽
性
」
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ

り
、
参
加
部
員
か
ら
も
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
飼
養

管
理
に
向
け
大
変
意
義
の
あ
る

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
、
昆
布
森
漁

業
協
同
組
合
で
、
当
Ｊ
Ａ
女
性

部
と
昆
布
森
漁
業
協
同
組
合
女

性
部
と
の
交
流
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
異
業
種
間
交
流
は
今
年

で
４
回
目
と
な
り
、
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
員
16
名
と
昆
布
森
漁
協
女

性
部
員
14
名
及
び
関
係
機
関
の

職
員
12
名
の
計
42
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
釧
路
町
の
昆
布
森
漁

協
を
訪
れ
た
部
員
達
は
、
漁
協

の
水
産
複
合
施
設
で
、
水
産
物

が
市
場
へ
と
流
通
す
る
過
程
を

見
学
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昆
布
森
漁
協
女
性

部
員
が
事
前
に
準
備
し
て
い
た

新
鮮
な
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
ほ
っ
き
ご
飯
・
秋
鮭

の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
・
鮭
の

汁
物
・
焼
き
が
き
」
な
ど
の
美

味
し
い
昼
食
を
皆
で
頂
き
な
が

ら
、
部
員
同
士
の
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

講師：釧路農協連 酪農
技術支援室長 永井 照久 氏

昆布森漁協の水産複合施設を見学
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十
一
月
十
四
日
、
鶴
居
村
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
二

十
四
年
度
当
Ｊ
Ａ
鶴
居
地
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
当
Ｊ

Ａ
主
催
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
お

り
、
健
康
増
進
と
交
流
を
兼
ね
、

各
地
区
（
鶴
居
市
街
・
支
雪
裡
・

茂
雪
裡
）
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛

好
者
の
方
々
29
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

審
判
長
の
及
川
幸
五
郎
さ
ん

か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、
コ

ー
ト
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
で
好

プ
レ
ー
が
数
多
く
出
た
中
、
茂

雪
裡
チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
し
、

大
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

鶴居村交通安全村民大会

当ＪＡ鶴居地区ゲートボール大会 開催

十
一
月
十
五
日
、
鶴
居
村
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
鶴
居
村
交
通

安
全
村
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
大
会
は
、
交
通
事
故

撲
滅
に
向
け
、
各
関
係
団
体
や

村
民
の
皆
様
方
の
参
加
に
よ
り

毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

始
め
に
参
加
者
全
員
で
、
交

通
事
故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、

釧
路
警
察
署
交
通
課
に
よ
る
、

「
交
通
事
故
の
発
生
状
況
及
び

交
通
事
故
防
止
対
策
」
に
つ
い

て
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
交
通
安
全
宣
言
が
行
な

わ
れ
、
交
通
事
故
の
追
放
・
撲

滅
を
全
員
で
誓
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
宣
言

・�

子
供
や
お
年
寄
り
、
か
ら

だ
の
不
自
由
な
人
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

・�

常
に
安
全
運
転
に
努
め
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、

無
理
な
追
い
越
し
は
し
ま

せ
ん
。

・�

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
て
、

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
の
上
、
昼
間
点
灯
を
し

ま
す
。

・�

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
ま

せ
ん
。
運
転
す
る
人
に
は

飲
ま
せ
ま
せ
ん
。

・�

家
庭
、
地
域
、
職
場
を
あ

げ
て
交
通
事
故
の
撲
滅
に

努
め
ま
す
。

表彰式の様子 優勝！茂雪裡チーム代表 菊地豊子さんへ優勝カップを授与

大会に参加した皆様
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

～
冬
の
間
に
総
点
検
～

今
年
は
、
良
質
な
自
給
飼
料
を
十
分

確
保
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

来
年
も
よ
り
良
い
自
給
飼
料
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
圃
場
管
理
を
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
、
排
水
性
、
硬
盤
層
改
善
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
土
壌
硬
度
を
測
定
す
る
取
り

組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
貫

入
式
土
壌
硬
度
計
（
ア
ナ
ロ
グ
式
）
が

普
及
セ
ン
タ
ー
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
の
デ
ジ

タ
ル
式
硬
度
測
定
を
導
入
し
た
Ｊ
Ａ
も

あ
り
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。
土
壌

中
の
硬
度
を
深
さ
ご
と
に
測
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
の
効
果
が

ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
写
真
１
）

作
物
が
健
全
に
根
を
張
る
こ
と
が
で

き
る
固
さ
は
、
1.5
Ｍ
Ｐ
ａ
以
下
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
採
草
地
を
測
定
し
た
事

例
（
図
１
）
で
は
、
地
中
25
㎝
の
深
さ

に
2.5
Ｍ
Ｐ
ａ
の
硬
い
層
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
放
牧
地
に
お
い
て

は
、
硬
盤
層
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
図
２
）

圃
場
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

・
サ
ブ
ソ
イ
ラ
な
ど
を
活
用

硬
盤
は
、
ト
ラ
ク
タ
、
作
業
機
、
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
が
踏
圧
を
か
け
る
こ
と

に
よ
り
形
成
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
採

草
地
用
の
サ
ブ
ソ
イ
ラ
を
使
用
し
排
水

性
な
ど
を
改
善
し
ま
し
ょ
う（
写
真
２
）。

圃
場
で
の
収
穫
作
業
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
作
業
機
、
ダ
ン
プ
カ
ー
走
行
な
ど
に

よ
り
踏
圧
が
か
か
り
硬
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
排
水
不
良
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
事
例
紹
介

普
及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
提
案
で
、
飼

料
用
と
う
も
ろ
こ
し
圃
場
に
サ
ブ
ソ
イ

ラ
を
40
㎝
の
深
さ
で
施
工
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
「
排
水
が
良
好
に
な
り
、
降

雨
後
す
ぐ
に
圃
場
に
入
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
適
期
作
業
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量
は
前
年
比
15
％
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。（
写
真
３
）

皆
さ
ん
も
硬
盤
層
を
確
認
し
、
排
水

性
改
善
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ご
相
談
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
！

圃
場
の
排
水
性

改
善
を
考
え
る

写真３　ピンを刺して施工深確認

写真１　土壌の硬度測定

図２　放牧地の土壌硬度グラフ

写真２　採草地用サブソイラ

図１　採草地の土壌硬度グラフ
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■平成24年度　生乳生産実績（11月）
月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,986,819.8 100.1 66,921,696.8 101.1

（　鶴　居　地　区　） 2,718,073.6 101.3 22,856,795.7 104.3

（　幌　呂　地　区　） 2,107,854.9 99.1 17,321,772.3 97.8

（　白　糠　地　区　） 1,786,884.0 98.9 15,190,604.5 97.7

（　音　別　地　区　） 1,374,007.3 100.6 11,552,524.3 104.7

管 内 計 42,832,152.0 101.4 359,908,294.2 101.3

（ 前 年 度 管 内 計 ） 42,255,138.3 355,304,339.2

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年12月１日現在

□予想相場 （単位：千円）
種　別　

　規　格
登　　録　　牛

上 中
育成（８〜 12 ヶ月） ３00　　　〜　　　２５0

初　　　　妊 ５３0〜４90 ４90〜４５0
経　

産

２ 産 〜 ３ 産 ３５0　　　〜　　　３00

４ 産 〜 ５ 産 ３00　　　〜　　　２５0

初生とく  24年12月10日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg〜７0kg 都度協議

４５kg〜６0kg ７５0円/kg

４0kg〜４４kg ６５0円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24 年 11 月 12 日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 758頭 584,850 109,200 356,438 292 1,222
去勢 904頭 639,450 54,600 444,314 308 1,443

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
11月定例理事会　平成24年11月30日（金）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．—固定資産（原野）売払いに係る公募結果と農地等

のあっせん申出の取下げについて
４．１０月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．—大家畜特別支援資金による借換対象資金にかかる

延納利息の減免について

付議事項�
議案第１号　—大口信用供与先等に対する融資の承認に

ついて
議案第２号　固定資産の修繕について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．当面の業務日程について

□  今年を振り返りますと、東日本大震災から一年が経過する中、原発問題や、
節電への取り組み、領土問題など様々な出来事が起こりました。ＴＰＰ
交渉参加に対する議論につきましては、私達農業界に直結する問題として、
今後も断固阻止を強く訴え続けていかなければなりません。

□  本年も、広報誌「たんちょう」の作成にあたり、多くの皆様方からのご
指導、ご協力を頂き誠にありがとうございました。
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部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所 販　　　　　売 家畜改良
鶴居・幌呂
白糠・音別

生　　乳 哺育育成
センター

幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農 鶴居・幌呂 白　　糠 音　　別

平成24年12月25日㈫ 初生集荷 通　常　業　務

12月26日㈬

12月27日㈭ 定期市場

12月28日㈮ 初生集荷

12月29日㈯ 業務納め 業務納め

12月30日㈰

12月31日㈪ 業務納め＊

平成25年１月１日㈫

１月２日㈬ 業務始め＊

１月３日㈭

１月４日㈮ 業務始め 業務始め
初生集荷

業務始め
初生集荷

１月５日㈯ ＡＴＭのみ
（14時まで）

１月６日㈰

１月７日㈪ 業務始め 業務始め 業務始め

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

平成24年12月25日㈫ 抽選開始

12月26日㈬ 売り出し
（抽選開始）

売り出し
（抽選開始） 年末大売 出し

12月27日㈭

12月28日㈮ 年末大売 出し 年末大売 出し

12月29日㈯ 業務納め 午前のみ＊ 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈰ 業務納め 業務納め

12月31日㈪ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

平成25年１月１日㈫

１月２日㈬

１月３日㈭ 業務始め 業務始め＊

１月４日㈮ 業務始め 業務始め
午後6時まで

業務始め
午後6時まで 業務始め

１月５日㈯ 午後6時まで 午後6時まで

１月６日㈰

１月７日㈪ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

＊午前中のみ営業となります。 営 業 日 休 業 日

ＪＡくしろ丹頂　年末年始日程表

◆鶴居地区の皆様へ
・—生産資材に関することは、菊地雄次︵₆₅︲２２０７︶に連絡して下さい。
・—万一、配合飼料が無くなった時は、大松運輸 ︵₅７︲₈₃₈₈︶ に連絡
して下さい。

◆幌呂地区の皆様へ
・—生産資材に関することは、安藤︵０₉０︲７０₅₉︲₄０７₅︶又は鶴岡︵₆₅︲
２０２０︶に連絡して下さい。

・—給油スタンドに関することは、安藤︵０₉０︲７０₅₉︲₄０７₅︶に連絡し
て下さい。

・—万一、配合飼料が無くなった時は、全酪連釧路事務所︵日高購
買課長 ０₈０︲₅₄７１︲₃₆１２︶ か︵御沓（ミクツ）職員 ０₈０︲₅₄７１︲₃₆２１︶ に
連絡して下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・—生産資材に関することは、石渡 ︵自宅 ２︲₃₅１₅ 携帯 ０₉０︲₃₃₉₆︲０₆２₃︶に

連絡して下さい。

・—給油スタンドに関することは、給油所︵２︲２０₈₄︶に連絡して下さい。
・—万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸︵０１₅₄︲₅７︲２７７７︶に
連絡して下さい。

◆音別地区の皆様へ
・—Ａコープは１月₄、₅日は午後₆時までの業務となります。—
・—生産資材に関することは、林︵₆︲２₅２₉︶に連絡して下さい。
・—万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸︵０１₅₄︲₅７︲２７７７︶に
連絡して下さい。

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・—１２月₃１日及び１月２日の人工授精業務につきましては、午前₉時
₃０分までの受付分︵厳守︶対応となりますので、よろしくお願い
致します。

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル ︵70120︲2₅︲₈931︶ に電話をして下さい。事故の受付とアドバイスをしてくれます。


